
七つの里七ヶ宿小学校
学 校 だ よ り

【学校教育目標】　　かしこく、やさしく、たくましい児童の育成
望湖克己学館だより

【学校教育目標】　「社会をつくり、たくましく生き抜く生徒の育成」

七ヶ宿中学校
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　七ヶ宿町夏恒例のイベント「わらじで歩こう七ヶ宿」に、今年度も七ヶ宿中学校の全生徒及び教職員がスタッフと
して関わらせていただきました。中学校では、「町外の方々を地域に迎えてもてなす側の一員として七ヶ宿町をＰ
Ｒする体験を通して、町民としての意識を高め、地域に貢献する意欲が持てるようにする。」をねらいとし、さまざ
まな役割を受け持ちながら取り組みました。
　参加するにあたって、まず７月13日にふるさと振興課課長補佐兼商工観光係長の安藤友幸様に来校していただ
き、七ヶ宿町の由来や「わらじで歩こう七ヶ宿」が始まったきっかけ、現在町が取り組んでいる施策等について説明
を受け、理解を深めて本番に臨みました。また、湯原区長の髙橋正雄様のご協力をいただき、七ヶ宿町の歴史や人口・
面積などの基本データ、七ヶ宿町内の見どころなどをまとめ
たガイドブックを作成。生徒が一緒に歩く参加された方々と
の会話の中に、タイミングを見て登場させてもらいたい、自
分が生まれた地域・住む地域を案内できる人になってほしい、
などの願いを込めて作成されました。
　イベント当日、中学生は先導・誘導係、滑津冷水サービス係、
ゆり太郎・時代衣装係に分かれて活動。作成されたガイドブッ
クを駆使して会話を積極的に行ったり、写真撮影に応じたり、
疲れながらも頑張って歩いている
方々に励ましの言葉を掛けたりな
ど、地域のイベントにしっかり貢
献しようと一生懸命関わる姿があ
り、満足した１日でした。来年度
も楽しみにしています。

　昨年はグランド状況不良のため開催できませんでしたが、今
年は特に問題なく実施することができ、久しぶりの開催となり
ました。
　中学生が参加した種目は、『記録に挑戦』、『七ヶ宿音頭』、『う
きうき・わくわくリレー』の３種目です。
　中学校では、『七ヶ宿音頭』の事前学習として、地域のリズム
ダンスクラブ４名のメンバーの方々に来校していただき、懇切
丁寧にご指導していただきました。実際に音楽に合わせて踊っ
てみると、簡単そうに見えても実は手の動きや、それに連動し
た足の動きなど難しいところもたくさん
ありましたが、本番ではしっかり踊るこ
とができました。リズムダンスクラブの
みなさま、ご指導大変ありがとうござい
ました。
　競技では、一人一人が

『記録に挑戦』（徒競走）を
全力でゴールを目指しま
した。『うきうき・わくわ
く』では、地域の方々と協
力して楽しみながら行い
ました。久しぶりの町民
体育大会に生徒達も大満
足した１日となりました。

　夏休み中の８月22日（火）、七ヶ宿中学校学
習フェスティバルを開催いたしました。フェス
ティバルへの参加は自由。学ぶ楽しさに気付か
せ、学ぶ意欲を高める契機とすることを目的に、
数年前より実施してきました。
　今年度の内容は①講演会、②特別講義（社会）、
③特別講義（国語）、④調理実習（流しそうめん）、
⑤日本文化にふれよう１（書道）、⑥日本文化に
ふれよう２（合気道）を行いました。
　講演会はで、演題「仕事と学習について」と題
して、株式会社石塚養蜂園の石塚武夫様をお招
きし、養蜂を始めたきっかけや仕事のやりがい
などについてお話をいただき、さらにはさまざま
な花の蜜からできたはち
みつの味の違い（９種類）
の試食もさせていただき
ました。講演会に参加し
た生徒達は味の違いに驚
きながらも、自然と関わっ
て仕事をされている石塚
様の話を真剣に聞いてい
ました。石塚様、大変あ
りがとうございました。

久しぶりの町民体育大会！ 学習フェスティバル開催 !

わらじで歩こう七ヶ宿。今年も中学生スタッフとして活躍しました！
　昨年度は、残念ながら雨のため中止となり、小学校単
独開催となった町民体育大会。今年度こそ実施できるも
のと願いを込めて、９月８日（金）に町民グラウンドで総
練習を行いました。９月６日（水）の代表委員会では、ス
ローガンについて話し合い、『負けても勝っても文句な
し‼　全力で行こう！　七小っ子‼』と決まりました。
掲げたスローガンのもと、縦割り班で協力して練習に取
り組みました。初めて参加する１年生も、高学年の友達
の動きをまねするなど、頑張って練習に参加しました。
今回は、徒競走、表現「よっちょれ」、玉入れ、うきうき・
わくわくリレー、七ヶ宿音頭で、練習の成果を披露しま
す。当日、子供たちが生き生きと演技に励む姿が目に浮
かびます。

　７月24日（月）、宮城県教育委員会による「みやぎ小・中学生いじめ問題を
考えるフォーラム」が県庁で開催されました。本校からは、６年生の松川真
心さんが代表として参加しました。小中学生が同じグループになり「いじめ
はなぜ起こるのか」について話し合いました。後半は、いじめを受けている
人の気持ちを想像しながら、いじめ防止を呼び掛けるポスターを作りました。
参加者全員にとっていじめについて真剣に考える良い機会となりました。今
後、各学校では、話し合われたことをもとにして、これまでの取組を見直し、
子供たち自身でできる取組を推進していくことになります。
　先日、本校児童会が中心となり、いじめ防止動画を作り、宮城県教育委員
会主催「第９回みやぎ小・中学生いじめ防止動画コンクール」に応募しました。
そして、見事「奨励賞」を獲得しました。朝会にて披露すると、子供たちは改
めて「いじめは絶対にいけない」と思いを強く持ちました。作成した高学年児
童の活躍が輝いていました。

　９月４日（月）から２週間にわたり、校内夏休み作品展を開催しました。各教室前の廊下に展示した作品は
どれも力作揃いで、家庭での頑張りを感じるほどでした。絵画、工作、書道、手芸、自由研究など、子供た
ちが取り組みたい活動に熱心に取り組んだ姿がうかがえました。家庭では、保護者の皆様に子供からの相談
が多々あったかと思いますが、一緒に取り組むのも夏休みならではなのだろうなと感じています。作品一つ
一つが、今年の夏のよい思い出になることでしょう。御協力ありがとうございました。

町民体育大会へ向けて！

いじめを生まないために

夏休み作品展を開催しました


